
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
落
ち
着
き
、日
常
の
暮
ら
し
へ
と
戻
る
中
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
と
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
や
旭
志
地

区
の
過
疎
指
定
に
対
す
る
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、「
第
３
次
菊
池
市
総
合
計
画
」に
基
づ
く
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、着
実
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。 

問
財
政
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

令和６年度

歳 出［ 目的別 ］ ［ 性質別 ］

グ
ラ
フ
で
見
る
本
年
度
の
予
算

歳 入円グラフは「歳
入」「歳出（目的
別・性質別）」を
表しています。 総額287億1,800万円 総額287億1,800万円

当
初
予
算
が

　
　 

決
ま
り
ま
し
た歳入

■ 自主財源　地方公共団体が自らの権能に基
づいて自主的に収入するもの

■ 依存財源　国や県の意思決定に基づき収入
されるもの

■ 市税　市民税や固定資産税など市民の皆さ
んからの税金

■ 地方交付税　地域ごとの状況の違いを調整
す るため国税の一部から交付されるお金

■ 国庫支出金・県支出金　特定事業に対し国・県
から使いみちを指定して交付されるお金

■繰入金　基金から一般会計に組み入れるお金
■ 市債　長期間利用される市の施設をつくるた

めなどに借り入れるお金

知っておきたい

歳出
■ 義務的経費　人件費、扶助費、公債費を合わ

せた、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費　職員の給料や退職金などの費用
■ 扶助費　保育所の運営、生活保護、子どもの

ための手当て、医療費の援助などの費用
■ 公債費　過去の借入金に要する返済のため

の費用
■ 普通建設事業費　道路工事や施設などを建

設する事業に要する費用
■ 物件費　消耗品や備品などに要する経費、委

託料、光熱水費など
■ 補助費等　公益的な事業などに対しての補

助金や負担金など
■ 繰出金　一般会計から特別会計などに支出

する経費

扶助費
23.1%
66億4,583万円

民生費
36.3%
104億2,111万円

市税 21.0%
60億2,472万円

分担金、負担金、
使用料など
12.8%
36億7,153万円

国庫支出金
14.4%
41億2,382万円

県支出金 9.3%
26億7,617万円

地方債 7.4%
21億1,640万円

地方交付税 29.1%
83億5,000万円

地方譲与税等 6.0%
17億5,536万円

総務費
11.0%
31億5,907万円

 教育費
 12.5%

36億66万円

公債費 13.2%
37億8,329万円

土木費 9.0%
25億9,493万円

農林水産業費 5.9%
16億9,062万円

衛生費 5.9%
16億9,989万円

義務的
経費
52.4%

その他の
経費
37%

自主財源
33.8%

依存財源
66.2% 投資的

経費
10.6%

人件費
16.1%
46億1,443万円

公債費
13.2%
37億8,329万円

普通建設事業費等
10.6%
30億5,022万円

補助費等
15.4%
44億2,922万円

物件費 13.7%
39億3,535万円

繰出金 5.8%
16億5,206万円

維持補修費 0.3%
8,439万円 その他 0.8%

2億3,836万円
積立金 1.0%
2億8,485万円消防費 3.7%

10億5,413万円

商工費 1.6%
4億5,776万円

議会費 0.7%
2億684万円

その他 0.2%
4,970万円

財 政 語用

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
を
契
機
と
し
た

施
策
の
推
進

　

企
業
立
地
や
住
宅
開
発
の
促
進
、道

路・交
通
ア
ク
セ
ス
対
策
、観
光・Ｐ
Ｒ
対

策
、国
際
交
流
、教
育
対
策
な
ど
、分
野

ご
と
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
11
月
に
は
、
農
業・
宅
地・

商
業・
工
業
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
本
年
度
も
住
宅
開
発
に
力

を
入
れ
る
こ
と
で
、子
育
て
世
帯
な
ど
の

定
住
化
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

総
合
計
画
に
掲
げ
る

横
断
的
に
取
り
組
む
項
目

①
人
口
減
少
対
策　
市
の
魅
力
の
さ
ら

な
る
発
信
や
移
住
支
援
メ
ニュ
ー
の
充
実

及
び
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
よ
り
、子
育
て
世
帯

な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
移
住
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、子
育
て
、教
育
、生
活

環
境
の
整
備
な
ど
を
図
り
、魅
力
あ
ふ
れ

る
た
め
、障
が
い
の
あ
る
児
童
や
医
療
的

ケ
ア
の
必
要
な
児
童
を
含
め
、保
育
な
ど

を
必
要
と
す
る
全
て
の
児
童
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、待
機

児
童
ゼ
ロ
を
堅
持
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
、

特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診
、歯
科

健
診
な
ど
の
受
診
率
を
高
め
、併
せ
て
、

妊
娠
期
や
乳
幼
児
期
か
ら
生
活
習
慣
病

予
防
の
視
点
を
持
ち
、
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
り
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、地
域

住
民
の
抱
え
る
複
雑
化・
複
合
化
し
た

生
活
課
題
に
対
応
し
、解
決
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、一
体
的
に
支
援

を
行
う
重
層
的
支
援
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

3
自
然
環
境
と
暮
ら
し
の
基
盤
に
つ
い
て

　

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
に
よ
る
食
品
ロ
ス
の
削

減
や
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
購
入
す
る

際
の
補
助
金
の
補
助
率
と
補
助
上
限
額

の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
一
人
一
人
が

ご
み
減
量
へ
の
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
意
識
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、き
く
ち
防
災・
行

政
ナ
ビ
の
普
及
促
進
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
な
ど
の
情
報
弱
者
が
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
確
実
に
防
災
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、戸

別
受
信
機
の
貸
与
事
業
を
進
め
ま
す
。

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進　
学
校
や
企
業
、市

民
団
体
、関
係
機
関
な
ど
と
連
携
す
る

こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
普
及
促
進
を
図
り
、

市
民
の
意
識
向
上
や
地
域
課
題
の
解
決

へ
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達

成
に
努
め
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進　
市
役
所
業
務

の
効
率
化
や
全
て
の
市
民
が
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
便
利
で
豊

か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

④
市
民
協
働
の
推
進　

市
民・
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、住
み
や
す
く
魅
力

的
な
市
民
参
画
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

重
点（
主
要
）施
策

５
つ
の
政
策
分
野

1
産
業
と
経
済
に
つ
い
て

　
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て

は
、本
市
独
自
の
新
規
農
業
就
業
奨
励

金
や
国
の
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

　

市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、市
民
生
活

に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
と
地
域
の
活

性
化
お
よ
び
歩
行
者
な
ど
の
安
全
確
保

の
た
め
、道
路
改
良
や
舗
装
補
修
、側
溝

整
備
、橋
り
ょ
う
修
繕
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
、適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

4
教
育
と
文
化
に
つ
い
て

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、「
菊
池
市
学

校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
く

菊
池
南
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事
や

小
学
校
の
増
改
築
に
よ
り
、
教
育
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

歴
史
文
化
の
保
存
と
継
承
に
つ
い
て

は
、国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
菊
池
氏
遺
跡

の「
保
存
活
用
計
画
」を
策
定
し
、貴
重

な
市
の
文
化
遺
産
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
対
象
の
伝
統
芸
能
ク

ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
、
伝
統
芸
能
の
継
承

を
目
指
し
ま
す
。

5
市
政
運
営
に
つ
い
て

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、デ
ジ
タ
ル
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
情
報
格
差
の
解
消
や
、民
間

事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
定
型
作
業
を
自
動
化
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、事
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

予
算
の
規
模

　
一
般
会
計
予
算
は
、令
和
５
年
度
と
比

べ
て
４・９
％
増
の
２
８
７
億
１
８
０
０
万

円
で
す
。

●
歳
入　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、

の
活
用
を
は
じ
め
、営
農
指
導
員
に
よ
る

農
業
技
術
や
経
営
の
助
言・
指
導
な
ど
、

農
業
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充

実
さ
せ
、新
規
就
農
者
を
確
保
し
、優
れ

た
農
業
者
を
育
成
し
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現

に
向
け
、自
然
回
帰・
健
康
志
向
と
い
っ

た「
癒い

や

し
」
を
観
光
の
柱
と
し
て
、旅
行

客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、官
民
が
連
携
し
て

中
長
期
的
か
つ
戦
略
的
な
視
点
で
取
り

組
み
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、旅
館
な
ど
が
抱
え
る
構

造
的
課
題
な
ど
の
解
決
に
よ
る
温
泉
街

の
再
生
お
よ
び
魅
力
向
上
を
目
的
と
し

た「
菊
池
温
泉
街
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
基

本
構
想
」に
基
づ
き
、各
主
体
が
取
り
組

む
実
行
計
画
を
官
民
連
携
に
よ
り
策
定

し
ま
す
。

2
子
育
て
と
健
康
福
祉
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え

固
定
資
産
税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
か
ら
３・１
％
の
増
加
を
見
込
み
ま

し
た
。
国・県
な
ど
の
特
定
財
源
及
び
地

方
交
付
税
な
ど
を
加
え
て
も
不
足
す
る

歳
出
に
見
合
う
財
源
に
つ
い
て
は
、将
来

の
健
全
な
財
政
運
営
を
検
証
し
、財
政

調
整
基
金
を
12
億
２
千
万
円
取
り
崩
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
歳
出　
主
な
事
業
と
し
て
は
、防
災
行

政
無
線
等
整
備
事
業（
１
億
８
２
１
８
万

円
）、
民
間
宅
地
開
発
支
援
事
業

（
４
０
４
６
万
円
）、中
学
校
長
寿
命
化

改
良
事
業（
７
億
４
７
３
７
万
円
）、小

学
校
増
築
事
業（
３
億
３
２
４
８
万
円
）

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
令
和
６
年
度
予
算

書
」
と
「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
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